








1,まえがき 

先天異常モニタリング研究班の中にあって,心身障害発生予防の一方策としての遺伝相談

をより有効に運営してゆくために,遺伝相談に派生しておこってくるいろいろな問題点一

例えば,資格,研修,また相談でえられる情報の収集,管理から,相談者の心的葛藤を含めた

面接技術とその効果などについて,専門的あるいは総合的な立場から討議を進めてきた。本

研究は3年のめどで進められ,3年目には遺伝相談ガイドブックとしてこれらの研究成果を

もりこんで刊行される予定である。本年は班員のテーマのあらましについてここで総括的

に報告し,その後，稿を改めて 2～3班員から報告される。 


